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畢 丸 の 物 理 的 障 碍 に よ る 研 究
1諸 種物理障碍 に よる睾丸の変化について
広島大学医学部皮膚泌尿器科教室(主任 加藤 篤二教授)
谷 昌 彦
  A Study on the Effects of Mechanical Injuries upon the Testicle 
        I. Changes of the Testicle due to Various Mechanical Jnjuries
                         Masahiko TANI 
        From the Department  of Urology, Hiroshima University Medical School 
                              Hiroshima, Japan 
                      (Director : Prof. Tokuji Kato,M.D.) 
   Macroscopic and microscopic changes of the testicle due to various mechanical injuries 
have been studied on mice. 
   The most remarkable change of the testicle has been observed when both internal 
spermatic artery and vein have been simultaneously ligated. Ligation of the internal 
spermatic artery alone resulted in only slight changes of the testicle and it is not likely 
that simultaneous ligation of the both external spermatic artery and vein produced mark-
ed changes in the testicle. Moderate atrophy of the testicle was observed a month after 
simultaneous ligation of the both deferential rtery and vein. Ligation of the spermatic 
cord, exposure of the testicle, retained testis, cranial injury, and ligation of lymph vessel 
resulted in marked changes in the testicle. 
   Histologically a study of alkali-phosphatase didnot show consistent results which was 
probably due to the location of the testicle. The height of protein wave on  poralogram of
the testicular tissue fluid did not change significantly at24 hours after the ligation.
緒 言
睾丸における物理的障碍の研究は,これまで








考え,著者は種々な物理的障碍を実 験 的 に 与
え,経過時聞を一定にして,そ の畢丸所見を肉
眼的,組 織学的,組 織化学的,化 学的に観察
し,障 碍 の種類 とそれに よる障碍程度について
の成績 を得 たので次 ぎに報告 す る.
実験動物並びに実験方法
































沿って陰嚢に至 り睾丸の被膜,副睾丸に分 布 してい
る.精管動脈は内腸骨動脈より出て精管に沿つて睾丸
に入っている.静脈は略々動脈に随伴している.
実 験 方 法
1〕血管結紮法
























































硝酸コバ ル ト水溶液中に5分間浸漬,7)1分 間水
洗.8)薄 い多硫化アンモニゥム液(100ccの純水に
多硫化アンモニウム液を数滴加える)中に5分 間投
入.そ の後水洗,脱水,透 過,封 入した.
ポーラログラフの蛋白波については既に教 室 の道
中,林が発表しているので省略す る.








































左側 では1ケ 月後O.1×0×Ocm,2ケ 月 後0.1×0×





















































































側 は総 て著 明 の縮 小を 示 し,平 均1.1×0,2×0.2の減
少 とな つ てい る.反 対 側 も同様 縮 小 が み られ るが軽 度
で 平均0.3×0.1×O.1の減 少 とな っ て い る.
結紮 後3ケ 月 の も ので は 第4表 の如 く,2例 は全 く
触 れ な くな つ て お り,1例 は著 明な縮 小 を 示 し て い
る.
1ケ 月後 の組 織 像 で は 図3の 如 く,精 細 管 の 大 き
162 谷一畢丸の物理的障碍による研究(1)









































































































































































































































































































細胞の陰性をみるが,他の部位では反対側に比較して 結紮後1ケ 月では第8表 の如 く,著明な縮 小 を示





































































畢 丸 の 大 き さ
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L6×1.0×1.0精 索 結 紮
2.2×1.2×1.2精管.精 管 動 静 脈 結 紮
2.2×L2×1.2精 管 結 紮
2.1×1.2×1.2淋巴 管 結 紮
2.2×1。2×1.2淋巴 管 結 紮
2.2×1.2×1.2副睾 丸 頭 部 結 紮

































1)精 索 結 紮 例
結紮後24時間では腫大を示し,各部に出 血 が み ら
れ,組織学的には図4の如 く,精祖細胞は対照と大差








































































































































































































































































く,第1波,第2波 をcmで 示す と対照に比較して
波高値には殆んど差がみられなかつた.
第11表 ポーラログラフ的蛋白波高
NativeDigestFiltrate障害の醐 翻 砿 _1物
対 照16.019.810。010.5 36.0




精 系 結 紮 13.016.59.29.520.042.0










殆 んど消失 し,一 部壊死 に陥 つている.3ケ 月
後 では畢丸 自身が消失 して全 く触れな くな つて
いるものが ある.内 精系動脈 のみ では障碍は少
く,3ケ 月 後にやつ と縮小 を示 す 程 度 で あ
る.外 精系動静脈では影響は全 く考 え ら れ な
い.精 管動静脈 では1ケ 月 で中等度の縮小が あ
り,精 管 とともに結紮 したものでは,精 細管の
縮小,精 細胞の減少,Sertoli細胞の増殖 が起
つている.内 外精系動静脈同時結紮 では1ケ 月
で著明な縮小 が起 つている.
その他 の障碍例 としては,精 索結紮,睾 丸露
出,腹 部停 留,頭 部外傷,淋 巴管結紮 に著 明な
障碍がみ られている.
精索結紮 では24時間 で既に著明な変 化がみら
れ,精 細胞の減少 と漿液滲 出が出てい る.
精管結紮 では1ケ 月経過例 では殆ん ど変化 な
く,組 織学的に稽 々精細管の縮小 がみ られ る程
度 である.し か しこれ を精管動静脈を同時 に結
紮 した場合は,1ケ 月後 に著 明な縮小を示 し,
精細管 の縮小,精 細胞 の減少,Sertoli細胞の
増殖 を示 してい る.
淋巴管結紮 では初期 のものに変化が強 く,時
間の経過 と共に恢復 がみ られ てい る.
副睾丸結紮では尾部 に変化が強 く頭部 では軽
度である.
睾丸露 出では強い変化 がみ られ,殊 に固有膜
の肥厚 が 目立つてい る.組 織学的には壊死 を起
し,精 細管 も形 をとどめ る程度 となつてい る.
廻転 では720。までは変化がみ られず,右 方
廻転,左 方廻転 の差はな く,720。では24時間
で,基 底膜 の肥厚,精細胞の減少,間質の出血,
浮腫,漿 液滲出が起つている.
腹腔 内停留では既 に1週 間 で著 明な障碍 がみ
られ,精 細管の縮・j・,精細胞の減少,Sertoli
細胞 の増殖があ らわれ,時 間 と共 にその程度を
増 している.
頭部外傷 では2週 間のものが障碍 程 度 が 強
く,そ の後恢復 の状態が窺われ る。
以上 の組織学的所 見を総括 して表に示す と第
12表の如 くである.
Alkali-phosphataseでは上部,中 部,下 部









廻転では殆んど変化がみられて い な いが,
720。で弱陽性を示している.






























































精 索 結 紮
精管動静脈及び精管結紮
精 管 結 紮
淋 巴 管 結 紮
淋 巴 管 結 紮
副 睾 丸 頭 部 結 紮
副 睾 丸 尾 部 結 紮
腹 腔 内 停 留
腹 腔 内 停 留




















































































































































































末動脈の意義 を有 し,内 精系動脈 の結紮 は出血
性梗塞 の燥を示 し,し か もその変化は表在性 の
睾丸組織 に来 ると述ぺてい る.著 者の実験 でも
確かに結紮 の場合の変化は表在性 で,周 辺部の
変化 は中心部に比 し,強 度に示 されている.
精索結紮ではEnderlenは犬 で試み,16時間
までは何 ら障碍 を認めなかつたが,22時間後 で
は睾丸 の萎縮 を認めてい る.著 者 の例でも精索
結紮 は血管結紮 よ りも障碍 が強 く,総 合的 な障
碍 の方が睾丸には悪影響 を及ぼす もの と思われ
る.福 田は精系結紮 に より睾丸に出血性壊死 を
認 め,そ の変化過程において時間差に より充血
期(6時 間 まで),出 血期(10時間 より39時間
まで),出 血消槌萎 縮期(44時間)としている.
27§ 谷一睾丸の物理納蘇}による蘇究(D
精 系を廻転 しその結果生ず る睾丸変化 を観 察
した ものにはKeyes&Campbe11,Romani,
Hellner等が あ り,Keyes&Carnpbe11は
犬で360。精 系を廻転48時間後摘 出 し た 例 で
は畢丸 は疑 紅壊死に陥つていたので48時 闘 以
内 に 壊 死 が くると述 べている.Romaniは犬
で廻転270。では12日閥経過 した例 で も 壊 死
に陥 らなかつたが,3600で は僅か48時間で壊
残 になると述 べている。He茎短ef嫁約2§頭 の犬
を使用,180。廻転 の場合 は24日間継続 させた
例で も著 変を認 めなかったが,360。廻転例 で
は時間の経過 に従 い壊死に陥 り,24田間継続 し
た ものでは睾充 の溝造 が戦 溺 し難 い程変性 し,
30日間継続 したものでは畢丸 は線維化萎縮す る
と述 べている。福田は精 系を2廻 転以下廻転す
る場合 は時間 の経過 と共 に睾丸は萎縮 し,150
霞例 では遂にFibres圭stest圭sに陥 る、精繕管
上皮細胞 の萎 縮に際 して変性過程は,分 化 の最
も進 んだ精子紹胞,精 娘紹胞 よ り消失 し,精
母細胞,精 祖細胞 の順 に進み,Sertoli細胞は
最長期間残存 す ると述べ てい る.著 看 の例で も
720。,24時間継続例 では,精 細胞 の減少がみ ら
れ,殊 に精子,精 子細麹の消失が § 立 つ て い
る.廻 転では廻転度 と時間が問題 にな るが,著
者の例で轍時閣 を一定に し廻転度 による変化を
みたものであるが,720"廻転 によ り始めて明 ら
かな障碍が認め られ ている.




膜,精 細胞には尚正常 と同様陽性を示 している
が,3週 間後では精細胞の陰性を述べている。






















精索結紮,畢 丸露出,腹 部停留,頭 部外傷,淋
巴管結紮に障碍が認められた.
(文献は第2編 に譲る)
警 戴 恭 、
第1図 精系動静脈結紮後24時間経過した反対側睾丸像
継蹴
第3図 精系動静脈結紮後1ケ 月 第4図 精索結紮後24時間
筆劉 穂 還 一7∫ 掛 ・1
第5図 精管動静脈,精管結紮後1ケ 月 第6図 精管結紮後1ケ 月
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第9図 副睾丸頭部結紮後1ケ 月 第10図 副睾丸尾部結紮後1ケ 月
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第14図720。 右 え 廻 転 後24時間
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第21図 内 精 系動 静脈 結 紮 後5時 間(下 部)
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第23図
第20図 内精系動静脈結紮後5時 間(上部)
第22図
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